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1 計画概要

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

1. 計画概要
1-1. 基本的な考え方

新庁舎は「総社市庁舎建設基本構想」における基本理念、
「総社市庁舎建設基本計画」における基本方針を踏まえて計画します。

基本理念
総社愛が凝縮した庁舎

災害に強く総社市民を守るたくましい庁舎

全国屈指の福祉文化先駆都市を具現化した総社市民に寄り添う庁舎

基本方針
①障がい者をはじめ、すべての人にやさしい庁舎
• 身体に障がいのある方をはじめ、子どもから高齢者、親子連れ、外
国人等、あらゆる人にとっての使いやすさに配慮するユニバーサル
デザインの考え方を取り入れた庁舎とします。
• バリアフリー法などの法令を満たすだけではなく、福祉文化先駆都
市に相応しい対応を行います。
• 総合窓口を設置し、すべての来庁者にわかりやすい計画とします。
• 授乳室、キッズコーナーを設置し、子ども連れの来庁者が使いやす
い計画とします。
• 災害時にも高齢者や車いす利用者にとって安全な動線の確保します。

②市民にとって利便性の高い庁舎（市民サービスの向上）
• 市内に分散している庁舎機能を新庁舎に集約します。
• シンプルな平面計画、絵や記号などを利用した案内計画を行い、わ
かりやすい庁舎とします。
• ワンストップサービスを取入れ、様々な手続きの一元化を検討します。
• 充実した待合スペースを確保できるよう、ゆとりある計画とします。
• 市民のプライバシーに配慮し、仕切り付きのカウンターや相談室等
を設置します。
• 十分な駐車・駐輪台数を確保します。

③効率がよく機能的で、職員が働きやすい庁舎
• 執務スペースは、必要十分な広さを確保するとともに、職員の業務
形態に合ったレイアウトを行い、職員が効率よく業務が行える計画
とします。
• 関連のある部署を近接配置し、業務の効率化を図ります。
• さまざまな広さの会議室を確保し、業務遂行の円滑化を図ります。
• 人口減少、高齢化社会を見据え、将来の組織変更や職員の増減に容
易に対応できるよう、フレキシブルな計画とします。
• 働き方改革など、多様化する勤務形態に柔軟で効率的に対応する
ICT環境を構築します。
• 良質な行政サービス提供のため、職員がリフレッシュできる環境を
検討します。

④市民協働を目指し、市民の交流・活動を支える庁舎
• 市民がさまざまなイベントなどで利用できる多目的ホール、市の
PRや活動の情報発信等を行えるギャラリースペースを設置します。
• カフェスペース等のある市民ロビーを設け、市民の憩い、交流の場
とします。

⑤市民生活の安全・安心を支える庁舎
• 大地震時にも確実に庁舎機能を維持することが可能な耐震性を有す
るものとし、水害や台風等にも耐える計画とします。
• 電気、水、通信等のインフラは災害時にも機能を維持できる設計とします。
• 災害時に必要となる機能・スペースを通常時にも有効活用できる無
駄のない計画とします。
• 個人情報等重要なデータを確実に保全するセキュリティシステムを
構築します。
• 換気量の確保や人感センサー等による非接触での機器類の操作な
ど、感染症対策を講じた計画とします。

⑥地球環境に配慮した省エネ庁舎
• 再生可能エネルギーを積極的に利用し、快適さを得るための化石エ
ネルギー利用を縮減します。
• 適切な断熱や、庇等による日射の制御により、空調負荷を抑制します。
• 設備機器は高効率機器や節水型便器、LED照明等、省エネルギー型
の採用します。
• 建物の長寿命化が容易な設計とし、再生材や地場産材の利用等、社
会全体での省CO2 化を目指します。

⑦市のシンボルとして総社らしさを感じる庁舎
• 総社市の歴史・文化・風土を踏まえ、市のシンボルとして他にはな
い総社らしい庁舎とします。
• 総社市で生産された建材やゆかりある技術を取り込む地産地消を検
討し、永く市民に愛される庁舎とします。
• デジタルサイネージなど、総社市の魅力を伝える情報発信機能を整
備します。

北西側鳥瞰イメージ
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1 計画概要

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

全体スケジュール

　※今後の状況によりスケジュールは変更となる場合があります。

1-2. 敷地概要・建築概要・全体スケジュール

敷地概要
建設地　　　　　 岡山県総社市中央一丁目 1-101 の一部、1-102、1-103、1-104、1-105、1-106、 1-107

敷地面積　　　　 13,836.92㎡

用途地域　　　　 近隣商業

防火地域　　　　 準防火

基準建蔽率　　　 90%（角地）

基準容積率　　　 200%

周辺道路・幅員　 （東側）市道中央本線 20.0m、（西側）市道中央 1丁目支線 3042号道 5.4m、

　　　　　　　　 （南側）市道中央１丁目支線 3045号道 5.1m、（北側）市道中央井手本線 16.0m

建物概要
主要用途　　　　市庁舎

工事種別　　　　新築

建築面積　　　　合計   4,540.86㎡

延べ面積　　　　合計 16,454.77㎡

建蔽率　   　　　  32.82%

容積率　   　　　114.11%

各棟概要
庁舎棟 議会棟 倉庫棟 バス車庫 歩廊 駐車場上屋

構造
RC造

一部鉄骨造
基礎免震構造

RC造
一部鉄骨造
耐震構造

RC造
一部鉄骨造
耐震構造

鉄骨造
耐震構造

鉄骨造
耐震構造

RC造
一部鉄骨造
耐震構造

階数 地上 8階 地上 4階 地上４階 地上１階 地上１階 地上１階
最高高さ 36.710 ｍ 17.345 ｍ 16.620 ｍ 5.740 ｍ  4.660m 3.120 m
建築面積 2,189.33㎡ 1,174.41㎡ 436.35㎡ 185.80㎡ 443.97㎡ 111.00㎡ 4,540.86㎡
８階 28.85㎡ 28.85㎡
７階 166.25㎡ 166.25㎡
６階 1,912.75㎡ 1,912.75㎡
５階 1,912.75㎡ 1,912.75㎡
４階 1,962.88㎡ 170.23㎡ 401.77㎡ 2,534.88㎡
３階 1,955.93㎡ 930.43㎡ 401.77㎡ 3,288.13㎡
２階 1,827.40㎡ 598.01㎡ 401.77㎡ 2,827.18㎡
１階 2,059.32㎡ 854.83㎡ 371.51㎡ 185.80㎡ 152.29㎡ 111.00㎡ 3,734.75㎡
ピット階 6.60㎡ 42.36㎡ 48.96㎡
延べ面積 11,833.00㎡ 2,595.86㎡ 1,576.82㎡ 185.80㎡ 152.29㎡ 111.00㎡ 16,454.77㎡

駐車場等
駐車台数　　　　271台 ( 来庁者用　148台 ( うち身障者用　6台）、公用　123台）

駐輪台数　　　　144台 ( 来庁者用　58台、職員用　86台（うちバイク　5台））

倉庫棟・バス車庫・
歩廊・駐車場上屋建設

現本庁舎・
総合福祉センター
解体新庁舎 (庁舎棟・議会棟 )建設

引越
(備品搬入・
移転・
残存物処分 )

西庁舎
解体

引
越

計画地

付近見取図
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2. 建築計画
2-1. 配置計画

基本的な考え方
• 仮設庁舎を建てることなく、現庁舎を使いながらの建替えが可能な配置とします。
• 市役所通りからの視認性や来庁者、車両のアクセス性に配慮します。
• 住宅地等、周辺環境への配慮を行います。
• 来庁者駐車場と公用車駐車場の台数を確保します。

配置計画
• 既存庁舎を撤去することなく建設が可能で、周辺への日影の影響を最小限とするため、新庁舎は現庁舎
の南側に配置します。

• 来庁者駐車場は利便性を考慮し、新庁舎北側に配置します。

• 敷地西側を公用車駐車場、倉庫棟・バス車庫で構成するサービスゾーンとします。

• 庁舎棟は空調負荷の少ない東西軸に長い形状とします。

• 倉庫棟・バス車庫は庁舎棟西側に配置し、公用車、サービス車両との連携が容易な配置とします。

動線計画
• 歩行者と車両の動線が交錯しないよう、明確な歩車分離を行います。

• 歩行者は主に敷地北側から市民広場を経てアプローチ、市民会館に面する東側からもアプローチできる
計画とします。

• 来庁者駐車場・公用車駐車場は明確にゾーニングし、車両動線を分離します。

• 車寄せ部分はバス（9ｍ級）が転回可能な広さを確保します。

• サービス車両は敷地西側からのアクセスとし、来庁者の動線と交錯しない計画とします。

2-2. 建物構成

基本的な考え方
• 新庁舎は庁舎棟・議会棟・倉庫棟の 3棟で構成します。
• 庁舎棟は大地震後に迅速に業務を再開可能な免震構造とし、庁舎として最適なスパン及び平面形状とし
ます。議会棟は大地震に十分耐える耐震構造とし、南北に長い 1階を市民共用スペースとします。
• 市民広場はカミガツジプラザとの連携が容易な配置とします。
• 倉庫棟は耐震構造とし、各課で必要な物品や防災備蓄品を収納します。庁舎棟とは渡り廊下で接続します。

庁舎棟
• 東西を貫く待合ロビーを設け、両端に階段・エレベーターを配置した分かりやすく安全な計画とします。
• 待合ロビーの南北にまとまった執務スペースを配置し、採光に有利な計画とします。効率よいレイアウ
トが可能で、市民の移動が少なく見通しのよい計画とします。
• 将来にわたって移動することがないトイレ、PS・EPS等は階段・エレベーターとともに建物の両端に
集約し、建物中央部のフレキシビリティ、更新性が確保されたサイドコア方式とします。
• 効率的な業務を支援する室として各階に会議室、職員用の休憩室を設置します。
• 各執務スペースには、市民からのプライバシー性の高い相談を受ける相談室を設置します。

議会棟
• 1 階の南北に長い市民共用スペースは市民会館との連携に配慮し、東側にも開放的な計画とします。
• 2・3階は議会専用フロアとし、市民に近い低層階の配置とします。

倉庫棟
• 1 階には職員用の駐輪場・執行部車両用の車庫、資源回収庫、廃棄物置場等を設置し、2階以上の階に
各課の書庫・倉庫を設置します。
• 備蓄倉庫は最大規模の水害時に浸水しないよう 3階に設置します。
• 全階を渡り廊下で庁舎棟と接続し、庁舎棟のエレベーターを兼用して上下移動を行う経済的な計画とします。

倉庫棟 庁舎棟 市民会館

カミガツジ
プラザ
カミガツジ
プラザ

議会棟

市民広場市民広場 連携連携

駐車場駐車場

市役所通り市役所通り

フレキシブルな執務スペース

待合ロビー

フレキシブルな執務スペース

休憩室

会議室

会議室

会議室

会議室

トイレ トイレ

市民会館議会
議会庁舎

市民
倉庫

備蓄倉庫
倉庫

車庫・駐輪場

倉庫棟
耐震構造
倉庫棟
耐震構造

庁舎棟
免震構造
庁舎棟
免震構造

議会棟
耐震構造
議会棟
耐震構造

 　来庁者用車動線  歩行者動線
 　公用車動線  サービス車両動線

建物構成

配置図　1：1000

庁舎棟構成
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-3. 各階平面計画

1階平面計画
庁舎棟はワンストップサービスを行う執務室を配置します。

その他各課は業務の関連性を考慮しながら、市民利用の多い部
署を設置し、市民サービスを充実させる配置とします。
議会棟はギャラリースペース、多目的ホール、イートインス

ペースの他、職員組合売店やATMを設置し、市民利用・協働
のためのスペースとして計画します。
倉庫棟は車庫、駐輪場のほか、資源回収庫などを集約します。

2階平面計画
高頻度の市民利用を考慮し、社会福祉協議会、保健センター

を庁舎棟 2階に配置します。
議会棟の 2・3階は議会専用エリアとします。2階は議員が

日常業務を行うフロアとして、議会事務局、正副議長室、議員
執務室、議会応接室、議会図書室を配置します。

：執務部門

：業務支援部門

：議会部門

：執行部門

：管理部門

：階段・EV

：共用部門

凡例

エントランスホール
多目的ホールロビー、ギャラリースペースにつながり、市民の
憩いの場や展示、雪舟くんの待合など多目的に利用可能。

西出入口
夜間・休日の各
種手続きを受付。

総合案内
各窓口の総合的な案内
を行う。

2階平面図　1：600

1階平面図　1：600

ピロティ
市民広場から連続して雨に濡れず
に活動できるスペース。多目的ホー
ルと連携したイベントのほか、健診
時には検診車の駐車が可能。

中央監視室
建物の設備監視・
管理を行う。

イートインスペース
簡易な厨房が付属した飲食可能ス
ペース

更衣室
1 ～ 3階職員用
更衣室。医務ベッ
ド設置。

議会事務局
庁舎棟側からの人の出入り確認
が可能。

議員執務室
議員の日常の活動拠点となる執
務室。

保健指導室、診察室、健診室
保健センター諸室には移動間仕切
を設置し、一体利用が可能。

多目的ホール
講演、コンサート等のイベント、健診、
選挙の開票など様々な利用が可能。

庁舎棟倉庫棟 議会棟

1～2階専用階段
1 階エントランスホールから 2階
保健センターに直接アクセスでき
る階段。

1階執務室
ワンストップサービスを行う執務
室を配置し、市民サービスを充実。

庁舎棟倉庫棟 議会棟
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

3階平面計画
庁舎棟は市民生活部、環境水道部、教育委員会等を配置します。
議会棟は会議フロアとして議場及び委員会室を配置します。

４階平面計画
庁舎棟は市長・副市長室など執行部諸室のほか、災害対策本

部室を設置します。災害対策本部室と執行部、危機管理室を同
フロア配置として迅速な災害対応を行うことが可能な計画とし
ます。その他、総務課と総合政策部を配置します。
議会棟は電気室、非常用発電機置場、空調機械置場を設けます。

：執務部門

：業務支援部門

：議会部門

：執行部門

：管理部門

：階段・EV

：共用部門

凡例

4階平面図　1：600

3階平面図　1：600

議場
視認性の高い円弧状・階段型
の議場。傍聴席についても階
段型で議場の見やすさに配慮。
車椅子席、親子席設置。

傍聴ロビー
スロープで傍聴席の高さにアプ
ローチし、屋上庭園を眺めるこ
とが可能。

ミーティングスペース
業者との打合せなどを想
定した、開放的なミーティ
ングスペース。

委員会室
3 室を設置。
第 1・第 2委員会室は移動間
仕切で一体利用が可能。

備蓄倉庫
想定最大規模の雨量
でも浸水しない 3階
設置。

災害対策本部室 (庁議室 )・大会議室
移動間仕切を設置し、一体的な利用が可
能。災害時、迅速な対応が可能なよう危
機管理室を隣接。

市長・副市長室
秘書受付を経由してアクセ
スする、セキュリティ性の
高い配置。

記者室
プレス発表等で来庁した記者の控えスペース。

庁舎棟倉庫棟 議会棟

庁舎棟倉庫棟 議会棟
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

7階平面計画
機械置場及び既設保健センターから移設した太陽光発電パネ

ルを設置します。また、東西コア付近に外気に面する喫煙スペー
スを設置します。

5階平面計画
建設部・産業部・文化スポーツ部を配置します。

6階平面計画
集中させた会議室や市役所内部の調整など、比較的市民窓口

業務の少ない部署を配置します。

8階平面計画
新庁舎は地域においては高層の建物となるため、その高さを

活かし、誰もが市街地を俯瞰することができる展望ロビーを設
置します。

：執務部門

：業務支援部門

：議会部門

：執行部門

：管理部門

：階段・EV

：共用部門

凡例

6階平面図　1：600

5階平面図　1：600

7階平面図　1：600

ミーティングスペース
業者との打合せ等を想
定した、まとまったミー
ティングスペース。

更衣室
4～6階職員用
更衣室。医務
ベッド設置。

中央監視盤
主となる中央監
視盤を設置。

サーバー室
水害対策として
6階配置。

電話交換機室
水害対策として
6階配置。

会議室
移動間仕切を設
置し、一体的に
使用可能。

展望ロビー
市域を見渡す
ことが可能。

庁舎棟

執務室 (各階共通 )
机等什器の配置を標準化すること
により、将来の組織変更や職員の
増減に容易に対応できる計画。

8階平面図　1：600
庁舎棟

庁舎棟倉庫棟 議会棟
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-4. 立面計画

基本的な考え方
• 吉備国の古代から連綿と続く総社市の長い歴史を踏まえ、備中国分寺や総社宮、宝福寺など伝統的な日本建
築に見られる「和」の要素を抽出し、現在の技術・工法・素材に置き換える中で「現代の和」を創造します。

• すべての総社市民にとって、機能的で分かりやすく、また明るく快適な、福祉先駆都市にふさわしい市
庁舎、さまざまな災害に対しての安心感を与える市庁舎とします。

• 未来に向けての持続可能性が求められる時代において、その地で得られる資源を活用することでエネル
ギー消費、CO₂ 排出量を抑えた、環境と共存する環境配慮型の市庁舎とします。

• 総社らしさを表現することで、市のシンボルとして市民から永く愛される庁舎を目指します。

「和」の要素
• 寺社建築に多く見られる屋根、高欄、垂木を参照し、屋根と庇、手すりを設置します。
• 庇の水平線と柱型により奥行き感のあるリズミカルな立面を形成します。
• 南北に長い議会棟は水平強調の立面とします。
• 「侘び」「寂び」の精神に基づいた簡素なモノトーンの色彩とします。

福祉
• 建物の構成や入口など直感的にわかる外観とします。
• 雨に濡れずアプローチできる屋根付き歩廊を設置します。

環境
• 大きくはねだした庇で日射制御を行います。
• 開閉可能な開口部を設置し、自然採光・自然換気を活用、明るく快適な庁舎とします。

市のシンボル
• 最上階には特徴的な展望ロビーを設置します。

北側外観イメージ

北東側外観イメージ

備中国分寺五重塔 総社宮 宝福寺

「和」の要素のイメージ
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

北立面

南立面

東立面西立面 面西立面

主な外部仕上

屋根
カラーアルミ竪馳葺
超速硬化ウレタン複合防水
ガルバリウム鋼板折板葺

設備目隠し アルミルーバー
壁 コンクリート化粧打放の上クリア塗装

軒天井
コンクリート化粧型枠打放の上クリア塗装
スチールプレート

開口部 ステンレス建具、鋼製建具、アルミ建具
外部手摺 鋼製手摺
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-5. 断面計画

基本的な考え方
庁舎棟は 8階建て、南側住宅地に配慮して必要最小限の階高設定とし、建物高さ・圧迫感を抑える計画と

します。議会棟は 4階建てとし、1階を市民共用フロア、２・３階を議会フロア、4階を設備フロアとします。

庁舎棟
• 棟中央に 6層をつなげる吹抜けとトップライトを設け、奥行きの深い執務室に対して自然採光、自然換気を確保します。
• 1 階にはワンストップサービス窓口など、市民利用の多い部署、2階には保健センター機能を配置し、利便性に配慮します。
• 3・5階は執務室を配置します。4階は市長・副市長室、総務課、危機管理室、災害対策本部室等を配置し、災害
時の中枢となるフロアとします。6階はサーバー室、電話交換機室等の重要設備機器室、会議室の集約配置とします。
• 7 階屋外には太陽光発電パネル (移設 ) や、空調室外機置場を設けます。
• 各階開口上部には日射制御の庇とメンテナンスを想定した小庇、手すりを設置します。

議会棟
• 多目的ホールは開放的な 2層分の吹抜けとして様々な用途に対応します。
• 議場は議会出席者相互の視認性が高まる階段型とします。傍聴席も設置レベルを上げることで、すべての席から
議場全体を見渡せる計画とします。
• 電気室・非常用発電機置場は 4階に設置し、浸水を回避します。

東西断面図

議会棟　南北断面図

庁舎棟　南北断面図

南東側鳥瞰イメージ
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総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-6. 内装計画

基本的な考え方
• 無駄な装飾等を省き、シンプルな内装計画とします。
• コンクリート打放の躯体をデザイン要素の一つとして取り入れる計画
とします。
• 明るい色調で全体を統一し、来庁者も職員も快適に過ごせる空間とし
ます。
• 要所に総社市産の木材を使用し、機能性の中にも木質の温かみを感じ
られ、市民に愛着を持ってもらえる庁舎とします。

エントランスホール
• 来庁者を迎え入れる玄関に相応しく、木製の手すりや天井材、また、
版築をモチーフとしたタイル壁、構造材を実直に表現するコンク
リート打放し、三和土（たたき）をイメージさせる床タイルによ
り市民に愛される総社らしい空間とします。

• 2 層吹抜の伸びやかな空間で、2階保健センターへ直接アクセス
可能な階段を設置します。

待合・中央吹抜け
• 1 ～ 6階までつながる吹抜けを設け、自然換気・自然採光により
明るく開放的な空間とします。

• ２～ 4階の手摺は木製の縦格子として、自然換気を阻害しない計
画とします。

執務室
• 執務室、窓口カウンターから待合にかけてはオープンな空間であ
り、一体的に計画を行います。

• 梁型の間の天井はロックウール吸音板とし、照明、輻射空調パネ
ルを整然とレイアウトします。

多目的ホール
• 2 層吹抜けの明るく開放的な空間とします。
• 2 階及び天井の木製ルーバーにより、温かみのある空間とします。
• スクリーン、バトン、移動観覧席、移動式ステージを設置し、講演、
コンサート等のイベントに対応します。

議場
• 現議場の記憶を継承し、総社らしい格式のある内装計画とします。
• 左官壁や木縦格子を用い、吉備文化を想起させる和のしつらえとします。
• 縦スリットの壁面に間接照明を設置し、印象的な空間とします。
• 木製ルーバー越しに高窓からの自然光が入る明るい天井とします。

共通事項
• 間仕切壁は、汚れ等に対するメンテナンス性を考慮して、原則塗装
仕上げとします。
• 各執務室や廊下等の床は更新性や吸音性を考慮し、タイルカーペッ
トを基本とします。
• 1 階エントランスホールや待合等の歩行頻度の多い床は耐久・耐水・
清掃性の高いタイルとします。
• トイレの床・壁は、耐水性・抗菌性を持った材料を選定し、モップ
等のふき取りで清掃を行う乾式仕上とします。
• 天井はロックウール吸音板仕上を基本とし、明るく静かな執務環境
を確保します。
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総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-7. バリアフリー・ユニバーサルデザイン計画

基本的な考え方
• 障がい者、高齢者、子ども連れ、外国人など、来庁者も職員も誰もが快適に利用できる庁舎を目指し、
ユニバーサルデザインの考え方を徹底します。
• 「バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）」および「岡山県福祉のま
ちづくり条例」に基づき計画するだけでなく、法令を満たす以上の対応を行います。

⑦階段
高齢者や子ども等に配慮し、緩勾配とします。

滑りにくい床材、両側手摺、段を認識しやすい色
彩とします。また、注意喚起床材を敷設します。

⑧エレベーター
東側に来庁者用エレベーター 2台、西側に来庁

者・職員兼用エレベーター 1台を設置します。全
てのエレベーターが車椅子利用者や障がい者に対
応します。また、西側エレベーターはかごの奥行
きを確保し、ストレッチャーの利用も可能な計画
とします。
東西に配置したエレベーター (No.1) 及び (No.2)

を使用し、非常時の歩行困難者の避難が可能な計
画とします。※

⑨乗降ロビー
非常時は消防隊が到着するまでの待機スペース

となり、歩行困難者は一時避難エリアで待機し、
消防到着後に非常用エレベーターの救出運転によ
る避難が可能です。※

⑩窓口カウンター
立位・座位に対応するハイ・ローカウンターを

用意します。車椅子利用者に配慮しカウンター下
のクリアランスを十分確保します。

⑪トイレ
各便器・ブースや手洗いには手摺設置、各階多

機能便所は車椅子利用者に配慮し、電動車椅子が
360° 回転可能な広さとするほか、オストメイト設
備、ベビーシート、多目的シートを設置します。

⑫議場スロープ
傍聴席にアクセスするスロープは勾配 1/12 以

下とします。

⑬傍聴席
多様な利用者に配慮し、親子席、車椅子席を設

けます。
　　　　　　※自衛消防隊により避難誘導できる体制が必要

①身障者用駐車場
身障者用駐車場は屋根付きとして庁舎の北側に

配置し、歩廊を通って雨に濡れずに建物内にアク
セス可能な計画とします。

②車寄せ
車両での送迎や市のデマンド交通である「雪舟

くん」の乗降時に雨に濡れず、歩廊を通って建物
にアクセス可能な計画とします。

③歩廊
建物の主出入口及び西出入口、多目的ホールへ

雨に濡れずにアクセス可能な歩廊を設置します。

④出入口
主出入口は市民広場からわかりやすい庁舎棟北

面の東側に設けます。また、来庁者用駐車場、市
民会館からのアクセスに配慮し、北面西側、議会
棟東側にも出入口を設けます。これらの出入口は
全て車椅子利用者に配慮して自動ドアとします。

⑤誘導・注意喚起床材
北側前面道路から主出入口・西出入口、主出入

口から総合案内・窓口カウンターへのルート、及
び西出入口から窓口カウンターへのルートに敷設
します。また、階段やスロープ、エレベーター乗
場ボタン前にも適宜設置します。
外部の横断歩道部分についてもエスコートゾー

ンを設定します。
⑥総合案内
主出入口から視認性が高く、待合ロビーや窓口

カウンターに視線が通る位置に計画します。また、
階段・エレベーターに隣接させ、案内のしやすさ
に配慮します。

サイン計画
• 庁舎全体で体系的に計画し、表示の大きさ、色、設置位置等を熟慮し、分かりやすいサイン計画とします。
• 点字表示、誘導・注意喚起床材、ピクトグラム、多言語表示等を併用し、高齢者や弱視者、外国人にも伝
わる工夫を行います。また、誰もが分かりやすく読みやすいユニバーサルデザインフォントを採用します。
• 1 階エントランスにデジタルサイネージを設置し、議会案内や館内案内、スケジュール、地域情報などを
来庁者へ発信します。

❶身障者用駐車場

❷車寄せ

❸歩廊

❹出入口

❺誘導・注意喚起床材

❻総合案内
❼階段

❾EVホール

❽エレベーター10窓口カウンター

10窓口カウンター

11トイレ

❼階段

❾乗降ロビー

❽エレベーター

11トイレ

❹出入口

❹出入口

❼階段

：トイレ

：多様な利用者への配慮
　（総合受付・窓口カウンター・
　　  　　　傍聴席等）

：駐車施設

：移動の円滑化
　（歩廊・出入口・廊下・
　　傾斜路・階段・エレベーター）

凡例

：誘導・注意喚起床材

12議場スロープ

13傍聴席

11トイレ

ピクトグラム

バリアフリー・ユニバーサルデザインに配慮した平面計画

3階平面計画
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総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

耐震
庁舎棟・議会棟は大地震時に、構造体の補修をすることなく建物を使

用できる耐震性能を確保します。さらに庁舎棟は大地震後の業務継続性
を考慮し、免震構造とします。

対浸水
受変電設備や非常用発電機、サーバー等の重要機器は、水災を避ける

ため上層階に設置します。
また、マウンドアップを行い建物 1階床レベルを周辺道路レベルより

1.15 ｍ高くした上で、水防ライン (周辺道路レベル +1.9 ｍ）を設定し、
免震層の擁壁立上げ、開口部まわりは止水板 (75㎝ ) を設置することで
免震層・上部建物内への浸水を防ぎ、各種設備・財産を守る計画とします。

対火災
庁舎棟・議会棟・倉庫棟は耐火建築物とします。

耐風
台風等の稀に発生する暴風に対して、外装材、外部建具・ガラス等は

十分な耐風圧性能を確保します。

対落雷
• 重要な通信・情報機器への雷害を防止する為、適所にサージ防護デ
バイス（SPD) を設置します。

災害対策設備
発電設備
• 災害による停電に対応するため非常用発電機を設置し、業務を継続
するために必要な箇所へ送電します。
• 太陽光発電パネルを設置し、災害時の非常用発電とします。
• 非常用発電機の３日分の燃料を敷地内に備蓄します。
物資備蓄
• 給水が遮断した場合に備えて、全職員 4日分の水を備蓄します。飲
料用として６tの受水槽、雑用水として46tの雑用水槽を設置します。
• 倉庫棟に災害時の備蓄倉庫を設置します。
排水設備
• 緊急排水槽を設置し、災害時に汚水排水の貯留を行います。
• 災害時の簡易トイレとして、倉庫棟南側洗車場にマンホールトイレ
を設置します。

給水設備
• 災害時に給水車からの給水が可能な接続口を設置します。

機能転換
災害対策本部室
• 4 階に災害対策本部室を設置します。通常会議にも使用できる映像
音響設備や防災システムを設置し、情報の収集、共有が行える体制
を構築し、迅速かつ円滑な指揮統制、意思決定が行える場とします。
• 同一階には市長、副市長室、危機管理室等を配置します。災害対
策本部として円滑なコミュニケーションを可能とします。

一時避難所
• 災害時に避難してきた人を一時的に受け入れるため、1階多目的
ホールを一時避難所に機能転換します。

災害情報発信スペース
• エントランスホール、ギャラリースペースに非常用コンセントや
通信コンセントを設け、災害情報発信スペースに機能転換します。

炊出スペース
• 市民広場はかまどベンチを設置し、ピロティとあわせて災害時の
炊出しスペースに機能転換します。

災害時作業スペース
• 駐車場は周囲以外車止めを設置しない計画とし、災害時の作業ス
ペースに機能転換します。

2-8. 防災計画

基本的な考え方
災害時には対策活動拠点となる防災庁舎として、地震、台風、局所豪雨などあらゆる災害に耐え、確実に機能を維持できる庁舎とします。
災害対策活動に必要となるスペースや設備は平常時にも有効に利用でき、災害時には対策本部や一時避難所・支援物資保管スペースなどに迅速に機能転換できる無駄のない計画とします。

：水害対策 水防ラインの設定
　　　　　　　　 （マウンドアップ、止水板、免震擁壁立上）
　　　　　　　　　主要設備の上階設置
：災害対策設備 非常用発電設備、太陽光発電、オイルタンク、受水槽、
                           雑用水槽、緊急排水層、通信の複数化

：機能転換 災害対策本部室(庁議室)、一時避難場所・救援物資受入スペース(多目的ホール)、
  災害情報発信スペース(エントランスホール・ギャラリースペース)

：地震対策 免震構造／耐震構造

バス車庫

倉庫棟

庁舎棟
議会棟

止水板止水板

止水板止水板

止水板止水板止水板止水板

止水板止水板

▼止水板▼止水板

▼止水板▼止水板▼止水板▼止水板

▼▼

▼▼

止水板止水板

▼▼

▼▼

▼▼

▼▼

▼▼

▲止水板▲止水板▲止水板▲止水板

止水板止水板

水防ラインL1

水防ラインL2

防災対策断面イメージ防災対策平面イメージ
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-9. 環境計画

基本的な考え方
環境負荷低減に資する技術を積極的に採用した、低炭素社会に対応した環境配慮型の庁舎とし、一次消費エ

ネルギーは基準※
1より約 30％削減します (BELS ※

2 ★★★★ )。また、CASBEE ※3 A ランクの性能を確保します。
※1建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令 (平成 28年経済産業省・国土交通省令第 1号 ) に基づく基準
※ 2建築物省エネルギー性能表示制度、第三者機関が実施　
※ 3環境配慮はもとより、室内の快適性や景観への配慮なども含めた建物の品質を総合的に評価するシステム

長寿命
• 執務スペースは無柱空間とし、フリーアクセスフロア、乾式間仕切により将来の変更に柔軟に対応します。
• 耐震安全性を向上させることでコンクリートのひび割れを防ぎ、構造体の耐久性を確保します。
• 維持管理に配慮して建物外周部に清掃作業・メンテナンスの可能なバルコニーを設置します。

適正使用・適正処理
• 外壁や屋根等に使用する断熱材はノンフロン断熱材とします。
• 建設発生土抑制のため、掘削土の場内敷き均しを検討します。

エコマテリアル
• 自然素材 ( 木材等 )、再生砕石、低VOC塗料など、製造から施工、運用、解体廃棄にかけて環境へ
の負荷を抑えたエコマテリアルを積極的に採用します。

負荷の低減
• 日射負荷の高い東西面をコアとするサイドコア形式として執務室等の居室への外部熱負荷を抑制します。
• 屋根や外壁の高断熱化、サッシの高気密化、ガラスの複層化により、建物全体の断熱性能を高め、
外気からの影響を抑制します。
• 庇を設け、開口部からの日射熱取得を制御します。（夏季は日射を遮り冬季は日射を取り込む）

自然エネルギーの利用
自然採光
• 南北外壁面には最大限開口部を設け、自然採光を積極的に行います。北面も天空光を取り込むこと
で一定の明るさを得る計画とします。

自然換気
• 庁舎棟中央吹抜とトップライト及び階段室を空気の温度差を利用する重力換気の排気塔とします。
また、トップライト及び階段室上部に風向連動型の換気窓を設置することで風力換気を効率よく行
い、重力換気と風力換気を併用する自然換気システムを構築します。給気はいずれの場合も各階執
務室の窓から取り込むことで、庁舎内全体の換気が可能です。

井水利用
• 井水を処理後トイレ洗浄水や潅水、外構に利用します。
自然素材
• 木材利用により、建設・製造時のCO₂ 排出量抑制、炭素固定、持続的な森林管理に貢献等の環境配
慮効果があります。

太陽光発電
• 保健センターから太陽光発電パネルを移設します。

エネルギー・資源の有効利用（高効率・省エネ型設備機器）
• 局所空調を効率よく行えるビルマルチ方式空調を採用し、無駄のない運用を可能とします。
• 機械換気は、排熱回収型全熱交換機により熱エネルギーのロスを抑制します。
• 中央の吹抜けにつながる 1階待合など天井が高い室は、床吸込空調や置換空調等の居住域空調を行います。
• 衛生器具は、超節水型便器や自動水栓とし、使用水量の削減を図ります。
• 効率の高いトップランナー変圧器 (モールド式 )を採用します。
• 消費電力が小さく長寿命な LED照明、日常的な無駄をなくす各種センサー制御照明を採用します。
• BEMSを導入し、空調、照明などの設備機器によるエネルギー使用状況を見える化し、建物のエネルギー
を総合的に管理できるシステムを構築します。

周辺環境保全
• 敷地内緑化を積極的に行います。
• 外部に設置する設備機器等で騒音・振動の発生が懸念されるものは防振架台を採用し、周辺環境へ害を及
ぼさないように配慮します。

執務室 執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室

執務室 執務室

執務室執務室

免震ピット

執務室

トップライト

吹抜

日射遮蔽

自然換気自然換気

自然換気自然換気

自然採光自然採光

自然採光自然採光自然採光自然採光

居住域空調居住域空調

雑用受水槽

敷地内緑化 敷地内緑化

太陽光発電太陽光発電

高断熱 高断熱

自然採光自然採光

自然換気自然換気庇

Low-E
複層ガラス

高効率空調機高効率空調機
高効率変圧器高効率変圧器

全熱交換器全熱交換器
節水型便器節水型便器
自動水栓

LED照明LED照明
人感センサー人感センサー
BEMSBEMS

BEE Built Environment Efficiency

S A B+

B-

C

環境への負荷を抑えた庁舎
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2 建築計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

2-10. 建替計画

基本的な考え方
仮設庁舎を建設しない、現庁舎を使用しながらの建替計画とします。工事中の市民、職員の安全性確保と共に利便性を考慮し、駐車台数を最大限確保します。

令和9年度令和8年度令和7年度令和6年度令和5年度令和4年度

解体・撤去範囲 解体建物等新築範囲 新築建物等

備品搬入・移転・残存物処分

※今後の状況によりスケジュールは変更となる場合があります。

庁舎棟・議会棟建設

旧本庁舎・総合福祉(保健)センター解体

倉庫棟・バス車庫・歩廊・駐車場上屋建設

駐車場整備

備品搬入・移転・残存物処分 西庁舎解体

駐車場・サイン・修景池整備

STEP1
既設車庫・物置を解体し、公用車駐車場を整備します。

STEP2
既設本庁舎サンクンガーデン周り、総合福祉センター玄関庇、車庫・
倉庫を解体の上、庁舎棟・議会棟を建設し、仮設駐車場を整備します。

STEP3
既設本庁舎、保健センター・総合福祉センター、駐輪場、倉庫を解体します。

STEP4・5
倉庫棟・バス車庫・歩廊・駐車場上屋を建設、周辺駐車場を整備します。

STEP6
西庁舎、バス車庫、仮設駐車場を解体します。

STEP7
駐車場・修景池・外構サインを整備します。
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3 構造計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

3. 構造計画
基本的な考え方

市庁舎は人命及び物品の安全性確保が特に必要な施設です。また、公共施設として長寿命化を実現するこ
とが社会的要請として求められます。
耐震安全性の分類は、構造体―建築非構造部材―建築設備の順に、各棟ごとに以下のように計画します。
庁舎棟、議会棟　　　　　　　Ⅰ類―Ａ類―甲類
倉庫棟　　　　　　　　　　　Ⅱ類―Ｂ類―乙類
バス車庫、歩廊、駐車場上屋　Ⅲ類―Ｂ類―乙類

構造種別

市民サービスを行う庁舎棟は、地震発生直後から機能停止することなく継続使用するために免震構造とし、
低コストで剛性の高い鉄筋コンクリート造とします。
その他の建物について 4層程度以下の建物では、上層での地震による揺れの増幅は少なく変形も小さいた

め、耐震構造として、建築基準法で定められる必要保有水平耐力の割増（重要度係数Ⅰ又はⅡ）を 1.5 又は 1.25
の耐震構造とすることにより、安全性を確保できます。よって、地震による上階の揺れの増幅を減じるため
に、議会棟・倉庫棟は低コストで剛性の高い鉄筋コンクリート造とします。バス車庫と歩廊は軽量化をねらい、
屋根を金属板とし、鉄骨造とします。駐車場上屋は用途上、柱の保護のため、鉄筋コンクリート壁柱に鉄骨
梁を載せた架構とします。

基礎構造

庁舎棟
免震ピット基礎の根切深さがGL-6 ｍ程度で支持層まで 1～ 3ｍしかなく、杭や深層混合処理の施工は不

可能であるため、ピット下部は、液状化対策も兼ねて全面地盤改良とします。
議会棟、倉庫棟、バス車庫、歩廊
基礎底はGL-1.5 ～ 2ｍ程度となり、支持層までの距離は５～ 7.5 ｍです。支持形態としては、場所打ち杭、

既成コンクリート杭、鋼管杭、地盤改良（深層混合処理）が候補になり、工事費、工期、施工性などを考慮し、
以下の通りとします。
• 議会棟 ･･････ 既成コンクリート杭
• 倉庫棟 ･･････ 地盤改良（深層混合処理）
• バス車庫 ････ 鋼管杭
• 歩　廊 ･･････ 鋼管杭
• 駐車場上屋 ･･ 鋼管杭

免震装置

庁舎棟は１階に市民対応用途が集中しているため、1階
の床下に免震装置を設置し、地震時の変形を免震層に集中
させ、地震エネルギーを吸収する基礎免震とします。
庁舎棟は 8階建の鉄筋コンクリート造で①固有周期が

短い、②柱配置が対称的で偏心が小さく、引張が生じる支
点が無いことから、免震層の固有周期をより長くしたり、
剛芯位置の調整、支点の引張への対応が必要ないため、積
層ゴム支承とします。

耐震安全性の目標 庁舎棟上部架構

積層ゴム支承
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4 設備計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

4. 設備計画
基本的な考え方

地球環境への配慮
• 長寿命、適正配置、エコマテリアル及び省エネルギー・省資源により環境負荷低減を図ります。
• 環境負荷の少ないエコ電線、エコケーブル、代替フロンを採用します。
• 周辺環境に配慮した外灯計画とします。
• 周辺環境に配慮し、各機器に騒音・振動対策を施します。
• グリーン購入法を満たす機器・材料を積極的に採用します。
• 自然採光・自然換気・太陽光発電・井水利用などにより、自然エネルギーを有効利用します。

省エネルギー・省資源
• トップランナー変圧器、一体型 LED照明の採用、照明点灯区分の細分化により照明電力を削減します。
• トイレ、階段室等は人感センサーによる照明制御を行い、その他の諸室は調光機能付照明器具を積極的
に採用することで照明電力の削減を図ります。
• 高効率空調機器の導入、床吸込空調及び窓まわり専用エアコン (床置きビルトインエアコン )の設置など、
適材適所の機器配置により、空調エネルギー消費量を削減します。
• 全熱交換型の換気扇、CO2 濃度による外気量制御によりエネルギーを有効利用します。
• 節水型便器及び感知式水栓の採用により、井水・上水の利用量を低減します。

室内環境への配慮・感染症対策
• フリーアクセスフロアに対応したフレキシブルな電源の配置を行います。
• 不快な騒音・振動を抑えた空調計画とします。
• 空調ゾーンごとの温度制御が可能なシステムとします。
• 発熱や臭気に配慮した空調・換気を行います。
• 執務室インテリア部の空調吹出口には、空気式放射吹出ユニットを採用し、省エネ性と快適性の両立を
図ります。また、気流が発生しないため、感染症対策として飛沫の拡散抑制が可能です。
• 執務室では、飛沫・空気感染対策として、外気は天井面より吹出し、フリーアクセスフロアを利用した
床吸込口より吸気します。一方向の換気を行うことで、室内での飛沫・粉塵の拡散を抑制します。
• 人感センサー照明制御や感知式自動水栓により感染症対策として有効な非接触式の機器操作とします。

安全性・信頼性
• カードリーダー、生体認証、監視カメラなどによるセキュリティの充実を図ります。
• 設備機器の耐震性を確保します。
• 設備機器、ダクト及び配管系の耐震性を確保します。
• 浸水対策として、各種配管は逆流・溢水防止措置を行います。

保守管理性・長寿命化
• 汎用品を採用し、故障時の部品供給・修理・取替に配慮します。
• メンテナンス・将来の更新を考慮し、拡張性があり、機器等の交換が容易な計画とします。
• ステンレスや樹脂系材料など耐久性の高い材料を採用します。
• 執務スペースにOAコンセントを採用し、レイアウト変更への柔軟性を確保します。

災害対策
• 非常用発電機を設置し、災害時に備えて備蓄燃料 (3日分 ) を確保します。
• 災害時のインフラとして、360 人 ×4日分の上水・雑用水を確保するとともに、井水利用が可能なシス
テムとします。
• 飲料用受水槽及び加圧給水ポンプ、サーバーや非常用発電機は浸水被害を受けない上階に設置します。
• 下水機能は緊急排水槽の設置によりバックアップを行います。

執務室
収納・

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞｴﾘｱ

PAC

PAC

RA

SA

SA

RA

OA
EA

SOA

REA

放射吹出ユニット 全熱交換器

ペリメーターインテリア

フリーアクセスフロア

SS

空調換気システム概念図

SA  : 空調送気
RA  : 空調還気
OA  : 外気
SOA: 給気
EA  : 排気
REA: 空調排気
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4 設備計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

電気設備計画 空気調和設備計画

給排水衛生設備計画

1 電力引込 引込方式 普通高圧（6.6 ｋＶ）１回線受電方式

2 受変電設備
配電盤方式 屋内キュービクル型
変圧器 トップランナー式変圧器（モールド式）
変圧器容量 2900ｋＶＡ

3 非常用発電設備
発電機方式

屋内キュービクル型　超低騒音型（55ｄＢ）
三相３線　6.6 ｋＶ　500ｋＶＡ ×１台

燃料 軽油　３日間以上
4 太陽光発電設備 モジュール方式 シリコン系（既存移設）　30ｋＷ

5 幹線・動力設備
配線方式 ケーブルラック配線、保護管配線

配電電圧
動力　3相 3線　210Ｖ
電灯　単相３線　210／ 105Ｖ

6 電灯設備

照明器具 ＬＥＤ照明器具（電源装置一体型）

制御方式
多重伝送方式（共用部、執務エリア）
人感センサー方式（トイレ、給湯室等）

配線方式 ケーブルラック配線、保護管配線、コロガシ配線

7 コンセント設備
配線器具

（基本）埋込コンセント　接地極付
（ＯＡフロア）ハーネスジョイントボックス＋ＯＡタップ

配線方式 ケーブルラック配線、保護管配線、コロガシ配線

8 弱電設備

構内情報通信網設備
構内交換設備
情報表示設備
映像・音響設備
非常放送設備
誘導支援設備
インターホン設備
テレビ共同受信設備
防犯カメラ設備
自動火災報知設備
議場システム設備（別途工事）

9 雷保護設備
外部雷保護 レベルⅣ
内部雷保護 クラスⅡ、カテゴリーＣ

10 その他設備 電気自動車用充電設備

1 熱源設備 熱源方式 高効率空冷ヒートポンプパッケージ方式（EHP)

2 空気調和設備 空調方式

執務スペース　：空気式放射吹出ユニット +床置ビルトインエアコン
1階待合ロビー：床吸込空調方式
議場　　　　　：空冷ヒートポンプパッケージ方式
　　　　　　　　(ビルトインダクト型エアコン )
その他　　　　：空冷ヒートポンプパッケージエアコン
サーバー室　　：空冷ヒートポンプパッケージエアコン (冷房専用 )

3 換気設備 換気方式
各室用途に応じて第 1種換気方式 (機械給気、機械排気 )
又は第 3種換気方式 (自然給気、機械排気 )

4 排煙設備 排煙方式 自然排煙方式

1 給水設備

水源 上水道、井水
系統 飲料水系統、雑用水系統
給水方式 加圧給水ポンプ方式

受水槽概要
飲料水：地上タンク方式、雑用水：地下躯体ピット利用
（備蓄量は 360人 ×4日分）

2 排水設備
排水方式 建物内外汚水雑排水合流
その他 緊急排水槽設置（地下躯体ピット利用）

3 給湯設備 給湯方式 局所式給湯（電気温水器）、中央式給湯（ヒートポンプ給湯器）
4 衛生器具設備 主な仕様 節水型便器、感知式自動水栓、フラッシュタンク式大便器

5 消火設備 設置設備 消火器、屋内消火栓、連結送水管
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5 概算事業費・財源計画

総社市庁舎建設実施設計説明書　概要版

概算事業費
実施設計における概算事業費は以下の金額を見込んでいます。

財源計画
財源計画については、合併に伴う財政支援である合併特例債、庁舎等整備事業基金等を財源とします。

5. 概算事業費・財源計画

項目 金額（税込）

建設工事
新庁舎 約　72.3 億円
付属棟 約  　5.8 億円

小計 約　78.1 億円
外構工事 約  　3.1 億円
解体工事 約  　6.8 億円
備品什器 約  　3.8 億円
移転 約  　0.5 億円
設計監理 約  　3.7 億円
合計 約　96.0 億円

※ 令和4年7月時点の金額です。今後、物価の上昇や入札の状況等により金額が変更となる可能性があります。

区分 金額 説明
合併特例債 約　55億円 総社市が利用可能な合併特例債残高

上記以外 約　41億円

 ○ 一般単独債
合併特例債に該当しない部分は、一般単独事業
債を適用
 ○ 庁舎等整備事業基金
 ○ 一般財源

合計 約　96.0 億円

合併特例債の活用による交付税措置額は約 38.5
億円を見込む
市の実質負担額は約 57.5 億円（起債償還利子分は
含まない）


